
１１月度定例会開催時の新型コロナウイルス感染症対策 

（緊急事態宣言中） 

事業前の対策 

1 現地での参加希望の方には抗原検査を実施する。（実技パートのみでも） 

 ※参加希望者全員に抗原検査キットの配布を行います。前日に抗原検査を行う。 

陽性の方は直ちに保健所等へ連絡お願いします。 

2 事業 10 日前より体温検査をお願いする。（書類の提出は求めません。） 

 ※1 日でも 37.5℃以上あった方は、山本委員長に連絡して頂く。 

3 濃厚接触者の疑いがある方は、事前に山本委員長に連絡をして頂き、参加を控えてもらう。 

4 来場際は車の乗り合わせを控えてもらう。 

 

当日来場者への対策 

1 入場前の検温検査。37.5°C以上の方は入場を御遠慮する。 

2 マスクの着用確認。忘れた来場者にはマスクを配布する。 

3 抗原検査結果を確認する。 

4 アルコール消毒。 

5 事業終了後は直ちに解散し帰宅して頂く。 

6 禁煙・飲食の禁止。各自の車もしくは、その周辺で取って頂く。 

 

スタッフの対策 

1 マスクの着用。 

2 来場者への飲食時以外のマスクの着用を促す。 

3 三密(密集、密接、密閉)が見受けられる場合はソーシャルディスタンスを確保する様に

促す。 

 

【座学会場内】 

１マスク着用を促す。 

２席間隔を 2ｍ以上確保する。 

３向かい合った席を配置しない 

4 定期的に換気を行う。  

5 公演中の飲食は控えて頂きます。水分補給のみとします。 

 

【実技中】 

１サバイバルゲーム参加時以外はマスク着用を促す。 

2 兼用で使用する防具や銃はゲーム終了時毎に消毒する。 

3 毎試合後、防具を外した際はすぐにマスクの着用をして頂く。 


